
令和 2年度は9月・12月・3月が発行月となります。
すいた社協だよりは、自治会はじめ地域諸団体の協力を得て配布いただいています。

1　  面：コロナ禍でできること①
2・3面：コロナ禍でできること②
4・5面：4次計画策定
6　  面：つながり続ける支援
7　  面：♥を支える仕組み
8　  面：吹田市社協からのお知らせ

今年に入って、全世界で流行している新型コロナウイルス…。
このような状況下でも、「できることを、できるときに、できるだけ」の気持ちを大切に、
吹田市社会福祉協議会では、さまざまな思いをもった方に寄り添い、そして共に活動を行っ
てきました。
今後、新たな生活様式を基に、地域の福祉活動のあり方を住民の方々と共に考えていきたい
と思います。そして、わがまち吹田に一刻も早く、みなさんの笑顔が溢れ、ふだんのくらしの
しあわせが訪れますように…。
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誰かと共に…
それは、いつでもかわらない
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　施設連絡会※に加盟している私立保育園と連携し、子育て動
画の配信をスタートしました。
　ぜひ一度、「吹田市社協」ホームページをご覧ください。

吹田市社協CSWも地域と共に
地域福祉活動を進めます。

必要に応じて訪問し、
相談をお聞きしています。

思いのこもった学生の手紙は地区福祉
委員会の思いと共に高齢者の元へ…

学生、福祉委員会、吹田市社協の情報共有、打ち合わせは
オンラインで行いました。

たくさんの手作りマスクを
お預かりしました。

市内在住の大学生が自作された
フェイスシールド。

　新型コロナウイルスの影響により、吹田市社協の事業を始め、さまざまなボランティア活動が自粛を余儀なくされた中でスタートした令和2年度…。そのような状況下でも、吹田市社協
では住民や福祉施設の思いを受け、さまざまな人・団体と共に「今、できること」に取り組んできました。
　取り組みを通じて、新たにつながった人もいれば、新たな手法を使った活動・強化した取り組みなど、コロナ禍でもたくさんの出会いと気づきがありました。今回、その一部ではあります
が紹介させていただきます。

　「顔を合わせて、笑顔で会話すること」が合言葉であった地区福祉委
員会をはじめさまざまなボランティア活動が3密回避の観点から、自粛
を余儀なくされました。このような状況下でも、「できることを…」という
ボランティアの思いのもと、日ごろから顔を合わせている活動参加者を
中心に電話訪問やお手紙などで見守り活動を実施されました。地区に
よっては「電話します。」というお便りを事前にポスティングしてから、電
話訪問をするなど丁寧な活動を実施された地域もありました。
　「電話」でのつながり活動…。 電話を受けた方からは、たくさんの感謝の言葉と共に、

日ごろから大切にするべきことに気づかせて
いただいたように思います。

　ある福祉委員さんより「今回のことをきっかけ
に、自分のことを気にかけてくれる人が身近にい
ると感じられることが大切だと改めて感じさせら
れたわ。」とのお話がありました。
　身近な場所でつながることを目的とした福祉委
員会活動の大切さを改めて感じています。（CSW）

「電話で伝わる、新たなつながりづくり」 ～ボランティアと共に～
　大阪大学の学生より「外出機会が減っている高齢者に対し、私たちができることはないか？」と吹田市社協に
相談がありました。その後、オンライン会議等で、打ち合わせを重ね、大阪府北部地震以後大学とつながりが
あった五月が丘地区の高齢者を対象に手紙で交流することになりました。一方、五月が丘地区福祉委員会では、
定期的に開催していた昼食会（ひとり暮らし高齢者が対象）の参加者に対し、見守り活動を続けていました。そし
て、地域の日ごろからのつながり・活動を通じて、学生と高齢者の「手紙の交流」がスタートしました。
　その後、大和大学と同大学が所在する山手地区でも同様の活動が始まるなど、若者の力と温かい思いが、わ
がまち吹田で広がっています。
　吹田市社協は、コロナ禍で始まった「住民同士の新たなつながり」を今後も絶やすことなく広げていきます。

若い力を地域の力に ～学生と共に～

　寄付の橋渡しを通して、思いやりの気持ちをつなぐ、吹田市社
協の「善意銀行事業」。「少しでも役立ててほしい」と多くの住民か
ら手作りマスクをご寄付いただきました。お届けした市内の福祉

の謝感と」るか助もてと「」るなにみ励てれくてし援応「はらか設施
声が続々と届いています。大学生からはフェイスシールドをご寄
付いただき、ボランティア連絡会※で組み立てていただいたもの
を手話のボランティアグループへお渡ししました。これからも寄
付した方と受け取った方が両想い♡になれるように取り組んでい
きます。

地域の思い、地域へ届け… ～温かな思いと共に～

　新型コロナウイルスの影響により、収入が減少・失業した世帯に対する貸付
事業が3月25日よりスタートしました。相談・申請件
数は日に日に増え、3月25日から4カ月でのべ
5,000件を超える相談がありました。

前以ナロコ「」…む込ち落がち持気でナロコ「、たま　
から生活が苦しい…」など、貸付事業
では対応できない相談については、
生活福祉の相談員コミュニティソー
シャルワーカー（CSW）が困りごとに
耳を傾け、「チーム吹田市社協」で相
談を受けています。

住民の思いに寄り添う生活支援 ～仲間と共に～

～ 共に、できることを、できるときに、できるだけ ～

今後もこれらのつながりを広げ、成長させていきます！！

子育て世帯へのサポート ～福祉施設と共に～

※当会のボランティ
アセンターに登録
するボランティア
グループで組織さ
れ、各自の活動を
超え、ボランティ
アの仲間づくりを
目的として、日々
積極的に活動され
ています。

※社会貢献を目的とした福祉
施設のあつまり。

With　　  地域
～　  はいつも、NO DISTANCE！～

コロナ禍の
地域福祉活

動！

Keep 
　　smile
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身近な場所でつながる
しあわせづくり

活気のあるボランティアの創出

～地域の宝のために～
子どもへの福祉教育の充実

たくさんの人と
たくさんの意見を交わし、
計画を作成しました。

さまざまな人・団体が交流できる
場づくり

― 誰もが安心して暮らせる
　　　　　住みよいまちづくりをめざして ―

実施計画（アクションプラン）

　「地域福祉活動計画」は、地域福祉の推進を目的に、住民のみなさんと共に策定する計画です。吹田市社協
では、平成17年に第1次計画を策定し、5年ごとに策定してきました。そして今年、第4次計画（令和2年度から令
和6年度）が完成しました！計画の策定にあたっては、地域住民や関係団体、ボランティアグループなど、多くの
方から意見を聞き、話し合い、吹田でいつまでも安心して暮らせるまちにしたい！というみんなの想いを基に策定
しています。

吹田市
社協

第４次
地域福

祉

活動計
画

重点目標（スローガン）

策定
しました！

　地域で住民同士の助け合い・つながり
づくりに取り組んでいる地区福祉委員会
や、ボランティア連絡会、登録グループ、
地域の諸団体や関係機関・団体、福祉施
設などが、日頃の活動などで気づいたこ
とや、課題、こうなれば良いなということ
などを話し合う、吹田のこれからを考え
る意見交換会、略して『すいこれ』。『す
いこれ』を通して見えてきたものを整理し、
さまざまな立場から構成された『策定委
員会』で計画を策定しました。

　たくさんの人の思いがつまった計画（木）
になりました。計画にこめられた思いをカタ
チにするため（木に美味しい果実を実らせる
ため）、この5年間住民のみなさんと共に、
さまざまな取り組みにチャレンジします。

１．出会える、広がる
（1）輝く笑顔を引き出します！地区福祉委員会活動

●魅力あふれる地区福祉委員会～地域福祉推進のパートナー～
（2）みんなの幸せ、みんなの力で！

●これからもボランティアと共に、ボランティアセンター
（3）仲間を増やして、地域元気アップ！

●地域で活躍、めざせアクティブシニア
（4）子どもは地域の宝

●みんなの力で住みよいまちへ！共に学ぼう福祉教育
２．つなげる、つながる
（1）連携・つながりで地域を豊かに

●あってよかった施設連絡会！専門性を活かした地域貢献
（2）地域共生、みんなで助け合い

●地域のことは地域で解決できる！生活支援の取り組み
●地域力で災害にも強いまちづくり
●誰も取り残されない、安心できる「居場所」づくり

３．伝える、伝わる
（1）魅せる情報、地域へ発信！

●社協のさらなる広報周知
●地域住民への情報提供、情報共有

４．支える、応える
（1）あなたの気持ちに寄り添います、吹田市社協の専門職

●あなたのまちの相談員CSW（コミュニティソーシャルワーカー）
●安心のサポート、社協の権利擁護
●ご相談ください、生活困窮者自立支援センター

（2）充実した財源確保と安定した法人運営
●開かれた組織で期待に応える
●計画の進行管理と実現に向けて

○共 　に…誰もひとりぼっちにさせないという想い。地域住民、ボランティア、専門職など、
みんなで一緒にまちづくりを進めるというメッセージ

○いきる…生活・生存の『生』、活躍・活動の『活』の意味。一人ひとりが輝ける居場所の充実を
めざすというメッセージ

○つむぐ…多様な団体同士をつなぎ、一人も取り残されないまちをつくるというメッセージ
○ストーリー…一 つ 一 つの取り組み、事業実施にあたり、それまでのプロセスを大切にします

共に出会い、共に支え、共にいきる
みんなでつむぐストーリー

活動の充実

「ボランティアをしたい」という
思いをカタチにできる場所の

創出活躍の場
づくり

高齢者の
生きがいづくりの

支援

認知症、障がいなどにより、
生きづらさ、孤立している本人や

その家族へのサポートみなさんに
身近に感じて
もらうために

地域福祉推進のために
Mission（使命）とPassion（情熱）をもって
地域のみなさんとAction（行動）できる

組織づくり
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すいた社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金により年3回発行しています。各記事に関する申込み・お問い合わせは　吹田市社会福祉協議会 ☎06-6339-1205㈹　※感想、ご意見もお寄せください。

　13人の相談員が必要に
応じて自宅にも訪問し、生活
の困りごとや心配ごとをお
聞きし、解決のお手伝いをし
ます。
（06-6339-1254）

　厳しい就労条件に加え、病気を患い、失業した…。
　就職活動、生活費や住む家の確保…。
　何を優先させて考えなければ
いけないのか…。

　子どもが20年間、自宅でひきこもっている。学校
卒業後、仕事にも就かず、きっと生きづらさを抱え込
んでいると思う…。
　家族も、今後の見通しが持てず、
本人同様に生きづらさを
感じている…。

　近所にひとりで暮らす高齢者で気になる方がいる。
家族に相談するように伝えるも「これ以上心配をか
けたくない…」との一点張り。
　でも、日に日に表情が暗くなり、
家に閉じこもりがちになっている…。
昔は、地域行事にも積極的に参加し
ていた方なのだが…。

　相談者の置かれている状況を確認し、一緒
に考えることを大切にしています。
　必要に応じてハローワークや市役所に一緒
に相談に行くこともできます。
　また、病気などで自宅から出
ることのできない場合は、自宅
に訪問して相談にのります。

　ひきこもり支援については、本人・家族をと
りまく課題が複雑で、支援が長期化すること
が考えられます。
　長期化する支援に対し、他の相談支援機関
や行政機関と連携し、本人・家
族を社会から取り残さない、孤
立させないため、「つながり続
ける支援」に力を入れています。

　自宅を訪問し、ゆっくり高齢者のお話を聴
き、自分らしい生活を取り戻すお手伝いをし
ています。
　また、高齢者の「助けてほしい」という相談
だけでなく、地域のために「何
かしたい！」という思いにも寄り
添い、思いをカタチにするお手
伝いも行っています。

　日常生活の様々な悩みや心配ごと
に、経験豊かな相談員が応じます。
相談日：毎週水曜日
　　　（午後1時から午後3時）
場　所：総合福祉会館2階
　　　（吹田市社協）
※予約不要（06-6339-1205）

心配ごと相談

　経済的なお困りごとや生活に
心配を抱えている方の相談に応
じます。家計の課題整理や就労
支援、他制度へのつなぎなど、
本人の自立を支援します。
（06-6384-1350）
場所:吹田市役所（114番窓口）

生活困窮者
自立支援センター

就労状況が不安定な人への“つながり支援”

ひきこもりを抱えた家族への“つながり支援”

ひとり暮らし高齢者への“つながり支援”

 「就労ができない…」「ひきこもりから抜け出せない…」「経済的に苦しい…」
地域には様々な悩みや不安を抱えた人がいます。吹田市社協では、行政や専門機関など様々なつながりを持ち、
生きづらさに寄り添った支援に取り組んでいます。

地域ふくし協力金は、地域の中でつながりをつくる支え合いの
活動（地区福祉委員会活動）や、その活動をサポートする吹田
市社協の活動を支える大切な財源です。
皆さまの♡によって、つながる地域が創られています。
今年度も温かいご協力をお願い致します。

赤い羽根共同募金運動は、地域の身近な福祉活動を応援するための募金です。
吹田市内でご協力いただいた募金は、各地区で福祉活動に取り組む地区福祉委員会活動や、大阪府内の福祉施設・
団体の活動に役立てられています。
♥ある活動を支える募金に、ご協力をお願いします。

令和元年度は、総額13,760,020 円のご協力を
いただきました！ありがとうございました。

吹田市社協は、さまざまな思いに寄り添うため、以下のような事業に取り組んでいます。
一人で悩まず、私たちに相談してみませんか！？

これからもつながり続けることを大切にした支援を進めます ♡のある活動を支える仕組み
～あなたの想いが創る つながる地域～

3分の2（約333円）は
地区福祉委員会が行う、
住民同士のつながり
づくりのための活動に
活用されます。

3分の1（約167円）
は地域福祉活動を
応援する、社会福
祉協議会の活動に
使われます。

令和元年度地域ふくし協力金〈賛助会費〉地区実績・還元金

私たち企業・商店も地域の助け合い活動を応援しています !
令和元年度（2019 年度） 特別地域ふくし協力金〈特別賛助会費〉協力事業所一覧 ( 順不同・敬称略）

赤い羽根共同募金【10 月1日から12 月 25 日】

例えば
500円ご協力
いただくと…

コミュニティソーシャル
ワーカー（ＣＳＷ）

●70,000円：御旅町工場等協議会　●50,000円：フジヤハウジングサービス　●30,000円：大阪市立弘済院 第1特別養護老人ホーム、江坂無私の会、
桃山台ショッピングセンター　●20,500円：南ヶ丘うどんやでー　●20,000円：大幸薬品㈱、吹南地区振興会、たにの内科・胃腸科、㈱エムアイアンドアサヒ、
紅葉山会館、救護施設 千里寮　●12,000円：(医)松柏会 榎坂病院、うえやま内科クリニック、こうつ歯科・矯正歯科　●11,000円：(医)積善会 小林内科診療内科
●10,000円：オリエンタル酵母工業㈱、北越コーポレーション㈱、紀州興発㈱、大東電材㈱、㈱生島商店、泉州電業㈱、㈱植田モータース、しものクリニック、
吹田市水道・土木工事業協同組合、㈱小山組、㈱ビケンテクノ、木田木材興業㈱、㈱日立金属ネオマテリアル、㈱メーサイ、㈱上一木材、(医)上川眼科、角谷クリニック、
藤阪倉庫運送㈱、(福)和貴会スローライフ千里、双葉保育園、(医)沖縄徳洲会 吹田徳洲会病院、仲総合給食㈱、㈲瀧川産業、戸川医院、㈲丸正商事、㈱ワタナベ、
家村商事㈱、介護老人保健施設つくも、ばん呼吸器内科クリニック、イーデーエム㈱、㈲ティ・エス、㈱ワイズ、創価学会吹田文化会館、(福)春風会、ちくりんの里、
第二愛育園、㈱江坂設備工業、玉川学園保育園、大和大学、(福)六心会 離宮千里山、㈱橋本工務店、吹田市医師会、よしなか歯科クリニック、㈲ハートランドハーベスト、
光徳寺、摂津電気工事㈱、㈱吹公社、もみの木保育園、吹田さんくす名店会商業協働組合、大阪府済生会吹田病院、西岡整形外科、信栄税理士法人、ハピネスさんあい、
なかがわ整形外科、飯藤産婦人科、玉川学園幼稚園、伴医院、(医)菊秀会 皐月病院、吹田特別養護老人ホーム松風園、玉川学園高野公園保育園、(医)いちえ 有希クリニック、
南ヶ丘こども園、あんどう眼科クリニック、(福)光聖会認定こども園蓮美幼児学園千里丘キンダ―スクール、大阪府済生会吹田医療福祉センター健都健康管理センター、
昭光木材㈲、千里丘タクシー㈱、つばき内科クリニック、㈱大松、ランドマーク㈱、㈱ケンヨー、西日本電気システム㈱、木下倉庫運輸㈱、㈱うの屋 千里丘駅前2号店、
アサヒロジ㈱、(福)愛燦燦　●7,000円：おがわクリニック　●6,000円：㈱音羽、さたけ内科クリニック　●5,000円：町の酒屋古木、やまもとクリニック、
㈱スチール、㈱ナカイ建設、(医)はたクリニック、㈱木下工務店、㈱SAKAE、㈱サニクリーン近畿、㈱曽我、(医)小憩会さわらび診療所、末廣電気工業㈱、㈱大久、
㈱横内商会、柳瀬医院、くろまつ歯科医院、木下建設㈱、彩つばさ保育園、千原歯科医院、太陽サービス㈱、北おおさか信用金庫吹田支店、ゆらら藤白台商店会、
㈱スタッフインターナショナル、光明寺、㈱みなと銀行千里山支店、㈱吉野工業所 大阪工場、にわデンタルクリニック、宣法寺、(福)緑地福祉会 プレーゴ緑地公園、
寿司 むろ井、船戸医院、寿司割烹・仕出し なるを、㈱公益社 吹田営業所、SAKI  STUDIO、まるやま耳鼻咽喉科、セブンイレブン吹田佐井寺4丁目店、サンデン㈱、
佐井寺たんぽぽ保育園、(福)吹田若竹会 南山田みどり保育園、茨木高槻交通㈱、京阪互助センター千里玉泉院、向井診療所、㈱井村楽器、のざきクリニック、
すぎうら眼科、㈱阪急オアシス千里山店、坂口眼科医院、㈱浪速管理、㈱丸福工務店、㈱サンキョー、栄和興業㈱、㈱土寅本店、㈱後藤電気、モンマートおおした、
㈱ケンセイ、きじま歯科医院、やのクリニック、炭火焼き鳥鳥作、野中内科クリニック、津雲台商店会、原田商店、清和ハウジング㈱、岡歯科医院、吹田高野台郵便局、
高砂、(医)佐藤整形外科クリニック、吹田佐井寺郵便局、あけぼの歯科、たかの台薬局、(医)たかやま眼科、㈱藤村電子製作所、㈱誠和、㈱松山商店、あみおかクリニック、
佐竹食品㈱、ATELIER  MI・HO、南千里クリスタルホテル、㈱井上昇商店、遠藤皮膚科、旬菜山崎 竹谷店、さくら診療所、浜医院、とり信、熊きち、森内科クリニック、
大阪YWCAシャロン千里、㈱カルテステーション、㈱三野商店、グループホームきさく苑吹田、㈱オオシタ、㈱井畑造園土木、梅村工機、㈱中田商会、㈱淀井表具店、
㈱フロンティア吹田営業所、Snail English Club、(医)なかむら内科、(医)村田眼科、マルヤス吹田新芦屋店、㈱スポーツテクノ和広、むらた歯科医院、陳整形外科クリニック、
㈱上杉工業、セブンイレブン吹田元町店、㈱TNKツーリスト、アイワホーム㈱、㈱アールエスケー、北摂トーヨー住器㈱、㈱NANBU、コンドウ整骨院、㈱オダ産業、
㈱UKエンジニアリング、濱野建材㈱、紀州備長炭焼き鳥わかば、蓮美幼児学園千里丘北ナーサリー、オノエ動物病院
※紙面の都合上、5000円以上ご協力いただいた法人のみを掲載させていただきましたが、他にも多くのご協力をいただきました。ありがとうございました。

(単位：円）

地区名
吹一
吹二
吹三
吹六
東
吹南
山手
千一
片山
千二
五月が丘
佐井寺

実　績  　 
615,173
571,500
444,784
343,035
493,500
524,500
213,000
474,000
375,042
252,810
159,000
340,000

還元金 　
425,000
397,000
315,000
250,000
347,000
367,000
167,000
334,000
271,000
192,000
132,000
248,000

地区名
千三
千里新田
岸部
豊一
豊津西
山一
南山田
東山田
西山田
北山田
山二
山三

実　績  　 
238,910
227,588
402,500
312,543
555,000
345,710
500,000
276,736
421,900
527,378
474,000
261,800

還元金 　
183,000
176,000
288,000
231,000
386,000
252,000
351,000
208,000
301,000
368,000
334,000
198,000

地区名
山五
佐竹台
高野台
津雲台
桃山台
竹見台
古江台
藤白台
青山台
その他
合計

実　績  　 
279,350
144,569
313,578
325,900
527,562
172,449
772,050
707,319
156,000
1,010,834
13,760,020

還元金 　
209,000
123,000
231,000
239,000
369,000
141,000
526,000
484,000
130,000
―　　 

9,173,000

地域ふくし
協力金



（8） すいた社協だより　令和2年（2020年）9月

〒564-0072　吹田市出口町19-2総合福祉会館2階

吹田市社協からのお知らせ

始めてみませんか？ 介護支援サポーター活動
　吹田市内の高齢者施設や
医療施設で2時間程度お話
し相手や囲碁･将棋の相手な
どを行う活動です。3回の研
修を受けていただくと介護
支援サポーターになれます。
サポーター活動には「ポイン
ト」が付与され、助成金とし
て交付されます。
◆対象：65歳以上の吹田市民で介護保険料の滞納が
　　  なく、介護保険サービスを利用していない方

◆場所：総合福祉会館2階　第3会議室
◆時間：午後2時から午後4時　　◆参加費：無料
●問い合わせ：総務課
〈介護支援サポーター養成研修スケジュール〉

みなさんのご意見をお聞かせください
　本会では、住民の方へ社協事業や地域福祉活動の情
報を広報紙（すいた社協だより）やホームページを通じ
て発信しています。
　広報紙やホームページに対するご意見・ご感想等を
お寄せ下さい。抽選で5名様に図書カード（500円）を
プレゼントします。

〒564-0072　吹田市出口町19-2総合福祉会館2階
メールアドレス：suisyakyo@mua.biglobe.ne.jp

※ハガキまたはメールでご応募ください。
※記載事項：①住所・氏名・連絡先②広報紙またはホー
ムページに対するご意見・ご感想。

※締め切り日は10月1日（ハガキの場合は当日消印有
効）とさせていただきます。

※当選者の発表は、発送をもってかえさせていただき
ます。

※当選者への景品発送は10月中旬頃を予定しています。
※送っていただいたご意見・ご感想は、本会の情報発
信向上のために活用させていただきます。応募はが
きに記載された個人情報については、景品をお届け
するために利用し、それ以外には利用いたしません。

1回目
14日(月)
5日(月)
9日(月)
7日(月)

2回目
23日(水)
13日(火)
17日(火)
15日(火)

3回目
29日(火)
20日(火)
24日(火)
22日(火)

実施月
9月
10月
11月
12月

●総務課
●地域福祉課
●ボランティアセンター
●日常生活自立支援係
　FAXは …………… 06-6339-1202（共通）

（TEL06-6339-1205）
（TEL06-6339-1254）
（TEL06-6339-1210）
（TEL06-6339-5700）

令和2年7月15日現在
約645kg集まりました。プルタブありがとう！

【応募方法】

吹田市社協

令和元年度
吹田市社協事業報告・決算

当期収支差額（①-②） 4,569千円

●令和元年度は、吹田市社協の5か年計画である第3次地
域福祉活動計画の最終年度で、第3次計画の総括及び第
4次地域福祉活動計画策定に取り組みました。策定にあ
たって、地区福祉委員会をはじめ、地域福祉活動に関わ
る多くの団体と意見を交わす場を多数設けました。
●新規事業として社会福祉法人みなと寮との共同体で、生
活困窮者自立支援事業を吹田市より受託しました。事業
実施にあたっては、吹田市社協の強みである総合相談の
実績や地域のネットワーク等の総合力を活かして業務に
取り組みました。
●ボランティアセンターでは、吹田市ボランティア連絡会と
連携してボランティアセンター登録団体を対象に、活動発
表の場づくり及びボランティア同士の交流を通してネット
ワーク強化を図るため、研修交流会を開催しました。
●広域型生活支援コーディネーターが、新たな支え合いの
仕組みである「助け愛隊」を創設し、支え合いの地域づく
りの充実に努めました。

令和 2年度
吹田市社協事業計画・予算

令和2年度 社会福祉事業会計予算(概要）
（資金収支計算書より)

令和元年度 社会福祉事業会計決算報告(概要）
（資金収支計算書より)

当期収支差額（①-②） △ 5,610千円

　　　　収　入
会費収入
寄付金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
事業収入
受取利息配当金収入
その他収入
その他の活動収入
当期収入計

金額（千円）
14,294
5,111
86,583
144,452
3,710
7,326
242

54,941
316,659①

●多くの住民や関係者に5か年計画（第4次地域福祉活動計
画）の目標を理解いただけるよう広報活動に力を入れ、着
実に実行できるよう取り組みます。
●地区福祉委員会活動の中でも小地域ネットワーク活動を
支援することにより、地域の中での孤立を防ぎ住民の地
域福祉活動への参加を促進し、誰もが安心して暮らせる
住みよいまちづくりを目指します。
●「地域共生社会」の実現に向けて、CSWをはじめ、生活
支援コーディネーター、生活困窮者自立支援事業、権利
擁護事業など、吹田市社協として包括的な総合相談の体
制強化を図ります。

　　　　収　入
会費収入
寄付金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
事業収入
受取利息配当金収入
その他収入
その他の活動収入
当期収入計

 金額（千円）
13,540
1,772
89,005
150,492
3,411
7,324
127
9,356

275,027①

　　　　支　出
法人運営事業
ボランティア活動推進事業
小地域ネットワーク活動推進事業
善意銀行事業
共同募金配分金事業
日常生活自立支援事業
地域福祉基金事業
福祉ボランティア基金事業
生活困窮者自立支援事業
当期支出計

金額（千円）
192,719

879
28,917
3,696
4,961
26,762
5,115
3,680
13,908

280,637②

　　　　支　出
法人運営事業
ボランティア活動推進事業
小地域ネットワーク活動推進事業
善意銀行事業
共同募金配分金事業
日常生活自立支援事業
地域福祉基金事業
福祉ボランティア基金事業
生活困窮者自立支援事業
当期支出計

金額（千円）
229,088

635
28,275
4,216
5,291
24,074
5,115
2,115
13,281

312,090②

※新型コロナウイルスの影響により、中止することもあります。




